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１．背景と目的

　高度情報化社会の進展と，グローバル化の広がりを
背景に，グローバル人材の育成が社会的に求められて
きた．そのような中で，教育においても，グローバル人
材としての教員の育成が求められると考え，国際的な
授業研究プログラムである Global Lesson Study（GLS）
が設計された（坂井他 2018）．これまで，算数科にお
ける GLS に関しては，その成果が多く報告されてき
た（Sakai et al., 2021; 2022a; 2022b）．一方，理数教育
として算数科・数学科と双対をなす理科も，Trends 
in International Mathematics and Science Study

（TIMSS）において設定されており，国際的な取組に
おける親和性は高いと考えられる．また，Sakai et 
al.（2022c）は GLS の国際教育協力への活用の可能性
についても報告している．国際教育協力の教科教育分

野においては，数学と理科に関する活動が多く見られ
る．そのため，理科における GLS の広がりは，グロー
バル人材としての教員の育成のみならず，様々な分野
への波及効果も期待できると考える．
　そこで，本研究では，理科における GLS を通じた，
日本とシンガポールの教員のやり取りを分析し，どの
ような「授業研究のための異文化間能力」が活用され
てきたのかを明らかにすることを目的とする．

２．Global Lesson Study

2.1　Global Lesson Studyの概要
　GLS は坂井他（2018）によって設計され，算数科
及び理科において取り組みが進められてきた．GLS
は 5 つの段階によって構成される，以下に，各段階の
概要を示す．
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うな「授業研究のための異文化間能力」が活用されてきたのかを明らかにすることを目
的とする．分析を通じ，双方の教員から「授業研究のための異文化間能力」の多くの部
分に該当する姿勢が観察されたものの，研究授業前の協議を通じ，新しい教育内容や方
法の創造は十分ではなかったことが明らかとなった．また，e-mail による交流では，オ
ンライン会議システムを活用した場合と比べ，重層的なコミュニケーションが実現され
ず，教育内容・方法に関する双方の違いを理解し合い，さらに新たなものを創造し深め
ていくことが難しいことが明らかになった．
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　この 5 段階を 1 サイクルとし，ホスト校とゲスト校
を入れ替えた 2 サイクルを１つのまとまりとしている．

2.2　授業研究のための異文化間能力
　　　（Intercultural competence for lesson study）
　GLS によってもたらされる効果について，Sakai et 
al.（2021）は，Deardorff（2006）が提唱する「Attitude」，

「Knowledge and skills」，「Internal outcomes」，「External 
outcomes」の 4 つの要素によって構成される異文化
間能力（Intercultural competence）に対し，「異文化
間創造性」としての Outward impact を加えることに
より，授業研究のために異文化間能力（Intercultural 
competence for lesson study）を定義した．以下に，
その概要として 5 つの要素を示す．

Attitude
⑴　異文化の教育内容・方法に対する寛大さ，敬意，

好奇心
⑵　教育内容・方法の違いに対する曖昧さへの寛容さ
Knowledge and skills
⑴　異文化の教育内容・方法に対する認識
⑵　自国および他国・他地域の文化における教育内容・

方法の理解
⑶　異文化の教育内容・方法を観察し，評価する能力
Internal outcomes
⑴　異文化からの提案・案内に対する適応力，柔軟性，

共感力，他者視点からの考察力
External outcomes
⑴　授業研究中の状況に応じた行動やコミュニケー

ション
Outward impact
⑴　異文化からの提案・提言に基づき，授業研究の新

しいスタイル・成果として，新しい教育内容・方法
を自文化と融合・発展させる．

　このような「授業研究のための異文化間能力」の変
容について，Sakai et al.（2022a）は算数科における
GLS を通じ，日本人参加者は，Attitude，Internal 
outcomes，Outward impact の各分野で能力の向上を
実感していたこと及び，授業研究のための異文化間能
力向上は互いに関連しており，GLS はこれらの能力

向上につながったことを報告している．

３．理科におけるグローバルレッスンスタディ

3.1　GLS理科プログラムの概要
　本プログラムは，上述の GLS のプログラムに基づ
き，2018 年度（ホスト校：シンガポール・ゲスト校：
日本）及び 2019 年度（ホスト校：日本・ゲスト校：
シンガポール）に実施された．ホスト校とゲスト校の
交流は，e-mail でのやり取りを中心に進められた．こ
の際，言語による障壁をできるだけ軽減するため，著
者の 1 人である大学教員が「日→英」及び「英→日」
の翻訳を行い，ホスト校とゲスト校のコミュニケー
ションを支援した．
　ここでは 2019 年度の実践をもとに GLS の各段階の
実際を示す．

3.2　スタートアップ
　「スタートアップ」として，ホスト校から学年・教科・
単元について以下の通り示された．
⃝　学年：小学校第 2 学年
⃝　教科：生活科
⃝　単元：音のミュージアムであそぼう
　2017 年告示の学習指導要領（文部科学省，2018）
において，新たに「音の伝わり方と大小」という学習
内容が第 3 学年に追加された．教科及び単元について
は，このような新たな理科の学習内容へとつながる素
地を育むということをねらいとし，理科における
GLS のテーマとして「生活科」における「音」に関
する学習を設定した．今回，テーマとして設定された

「音」に関する学習内容は，シンガポールの初等教育
のカリキュラム（MOE，2013）では，「音」の単元と
しては設定されておらず，エネルギーの単元において，
エネルギーの 1 形態である「音エネルギー」として 5
年生，または 6 年生に設定されているだけである．ま
た，日本と同様にシンガポールの理科は小学校の第 1
学年，第 2 学年では扱われず，第 3 学年から開始され
る．そのため，ゲスト校の教員は今回のシンガポール
では通常行わない「音」というテーマの授業が第 2 学
年で行われることに大変興味をもっており，GLS の
テーマとして適切であったと考えられる．

3.3　研究授業前の協議
　「研究授業前の協議」として，まず，ホスト校から
ゲスト校へ学習指導案が e-mail で提案された．全 8
時間構成の本単元における，中心的な授業である第 5
時の学習指導案について，ホスト校から提案された．
学習指導案の形式は，ホスト校において通常用いられ

【GLS の５段階】
①　スタートアップ
②　研究授業前の協議
③　研究授業の撮影・参観
④　研究授業後の協議
⑤　クロージング

田村和之，小澤大成，赤井秀行，坂井武司，石坂広樹

114 国際教育協力研究　第 16 号



ているものを用いている．指導案に記載された「単元
の目標」，「本時の指導について」，「本時の目標」及び
展開を以下に示す．

⃝　単元の目標：
　　木の実などの自然物や身近な物を使って，工夫し

て作ったり，遊んだりする活動を通して，音に関
心をもち，音を出すことを楽しむ．

　　自分なりの音を創るために音が出る性質や現象を
生かして，音や音を使った遊び・遊びに使う物へ
の気付きを広げたり深めたりすることができる．

　　友達と遊んだり協力して作り上げたりする楽しさ
や喜びを味わうことができる．

⃝　本時の指導について
　　子どもたちは，「音のミュージアム」を計画したり，

遊びや遊びに使う物を創ったりする過程でさらに
音の出る遊びや遊びに使う物を発展させようと意
欲を高めている．そこで，本時では前時に考えた
個々のめあてをもとに，音の出る物を使った遊び
や遊びに使う物を創る．活動する過程において，
音を出す際の場の設定やグルーピング，意図的な
声かけの支援を行う．そうすることにより，音や
音が出る遊び・遊びに使うものへの気付きの質を
高める思考を促し，さらに音を出そうとしたり音
を聞こうと働きかける姿が見られると考える．

⃝　本時の目標：音のもつ性質や現象を生かして，音
や音を出す遊び・遊びに使う物への気付きを広げ
たり深めたりすることができる．

 
⃝　本時の展開（図 1）：

図１．本時の展開 .
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　続いて，ホスト校から示された上述の学習指導案に
ついて，ゲスト校から以下に示す質問及びコメントが
返信された．

　「学習活動へのコメント①及び②」に見られるよう
に，教授行為の意図を解釈・理解しようとするゲスト
校教員の姿勢が見られた．これらは「授業研究のため
の異文化間能力」における Knowledge and skills（1）
に該当する姿勢であるといえる．また，ここでは，
iPad を活用した授業展開が提案されている．シンガ
ポールでは，これまでも ICT を活用した授業実践が

多く観察されており（赤井・坂井，2017；坂井他，
2018；坂井・赤井，2021），そのような経験に基づい
た提案であると考えられる．そして，このような提案
は，「授業研究のための異文化間能力」における技能（2）
に基づいたものであるといえる．
　このようなゲスト校からの提案に対し，ホスト校か
ら以下のような返答が示された．

　当時は，GIGA スクール構想により 1 人 1 台端末が
整備される前であったため，ホスト校からは，ICT
活用に関する児童の実態を踏まえた返答がなされてい
る．しかし，ホスト校で iPad の有効な活用法につい
て検討され，第 2 パラグラフに示されているような授
業展開が生み出されている．これらは，「授業研究の
た め の 異 文 化 間 能 力 」 に お け る Attitude（1），
Internal outcomes（1）及び Outward impact（1）に
該当する姿であると考えられる．しかし，その他の部
分について，指導が大きく見直されたり修正されたり
する点はなかった．

3.4　研究授業の撮影・参観
　ホスト校において実践された授業の実際について，
後の授業も含めた授業動画及び板書がゲスト校へと示
された．2018 年度に実施された理科に関する GLS（坂
井他 2018）では，シンガポール側からの実践授業に
関する情報提供が一部の児童のワークシートに限定さ
れていた．それに対し，ゲスト校である日本側から授
業全体の共有が必要であるとのコメントが出されてい
た．そのような経緯を踏まえ，今回は授業ビデオ及び
英訳された板書が共有された．このような授業研究の
方法自体の改善は，Sakai et al.（2022c）によって報
告された，GLS の取り組み自体が PDCA サイクルと
して機能するという点と合致したものであるといえる．

【学習指導案の形式（本時の展開部分）に対するコメ
ント】

（3）の「本時の展開」では，フローチャートの内容は，
児童の創る楽器や学習を評価するためのルーブリック
に展開していくための基準／要素で構成されています．
このルーブリックは，学習と製作品に関して児童が達
成したレベル，そしてそのデザインをどのように改善
し，より良い楽器にするかを知らせる形成的評価の手
段として機能します．

【単元の内容についてのコメント】（下線部，著者加筆）
シンガポールの児童が音の大きさが，音源の振動によ
る音波の振幅で決まることを学ぶのは，中学生になっ
てからだ．小学校では，（エネルギーの単元で）音が物
体の振動によって発生することを理解するだけである．

【学習活動についてのコメント①】
マインドマップの活動は、コンセプトマップを通じて
トピックの理解を整理するルーチン「Generate, Sort, 
Connect, Elaborate」 と し て 知 ら れ る「Making 
Thinking Visible」ルーチンに似ています．

【学習活動についてのコメント②】
体験型の活動は，児童の学習意欲を高めるだけでなく，
様々な音を出す楽器を設計することで，学習を深める
のに役立ちます．音の性質に影響を与える様々な要因
を考慮し，それらを楽器の設計と試作に反映させるた
め，児童たちは批判的かつ創造的に考えなければなり
ません．また，チームワークを通して，互いから学び，
互いのアイデアを発展させる機会も得られます．

【学習活動についての提案】
一つの提案として，楽器が出す音を分類する機会を設
けるのもいいかもしれません．例えば，iPad などの
機械を使って音を録音し，分類することができると思
います．

ご指摘ありがとうございます。音の分類はとても面白
いと思いますが，生活科の授業では（教科として）「発
見する」ことに重点を置いています（分類は 3 年生か
ら始まる理科の授業でより学ぶ技能です）。また，子
どもたちは iPad や他の録音機器を使ったことがない
ので，実際に音を出したり，音が出るときに何が起こっ
ているのかを観察したりすることよりも，録音するこ
とに集中してしまうかもしれません。
　しかし，録画された動画は，前回の授業で行ったこ
とを復習したり，（一度作った音を見せることで）よ
り柔らかい音，より高い音の出し方を指導したりする
のに非常に効果的ですね。そこで，子どもたちに
iPad で動画を撮影させるのではなく，私（先生と，
もしいればサポートスタッフ）が，子どもたちが楽器
で音を出している様子を撮影して回ります。
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　まず，共有された授業動画のうち，単元前半の「音」
について導入する授業に関するゲスト校からのコメン
トの一部を以下に示す．

　ここでは，ゲスト校で活用されている「5E 探究ア
プローチ（5E inquiry approach）」に基づき，授業実
践を解釈しようという，ゲスト校の姿勢が見られた．
これらは，「授業研究のための異文化間能力」におけ
る Attitude（1）及び Knowledge and skills（3）に該
当する姿であると考えられる．以下に示す，児童によ
る楽器決めが行われた第４時へのコメントにもあるよ
うに，この後も，ホスト校の実践について，「5E 探究
アプローチ」の視点から，位置付けやねらいを解釈し
ようとする姿勢が見られた．

　次に，第 5 時以降の楽器作りに関する授業動画への
コメントを以下に示す．

　このように，ゲスト校教員は分析的に授業実践を観
察している様子がうかがえる．これらは，「授業研究の
ための異文化間能力」における Knowledge and skills

（3）に該当する姿である．特に，コメント④及び⑦の
ように，協働的な学びの有無といった「学び方」につ
いての言及や，コメント⑧のように「教師による教授
行為の意図」に迫るような言及がなされていた．
　また，コメント③及び⑥は一貫して「5E 探究アプ
ローチ」の視点から授業を分析し，「説明（Explain）」

【コメント①】
この音に関する生活科のアプローチは，本校で使用し
ている 5E 探究アプローチに似ています．児童を参加

（Engage）させるために，興味深いアクティビティを
実施します．児童が探求（Explore）する中で，証拠
の収集と活用を行います．児童たちは，様々な種類，
高さ，大きさの音を作り出す方法を非常に広範囲に
渡って探求していることが観察されます．次の 3 つの
Es（Explain, Elaborate, Evaluate）については，後
ほど触れます．

【コメント②】
5E 探究アプローチの「精緻化」（Elaborate）段階と
同様に，児童は調査から収集した証拠を活用し，学び
を移し替えます．そして，自分たちの生活や環境と結
びつけます．この事例では，児童たちは，様々な種類
や大きさの違う音を出す楽器を創るために学習したこ
とを活用し，最終的に演奏会のために作りたい楽器を
決定していました．

【コメント③】
この授業では，異なる要素が音の大きさや高さにどの
ように影響するかという説明（Explain）には触れて
いないことに気づきました（説明（Explain）は後の
第 7 時で行われていました）．児童たちは，探求した後，
実際に説明を組み立て，伝えることはしていませんで
した．（シンガポールでは）5E探究アプローチ（Engage, 
Explore, Explain, Elaborate, Evaluate）に基づき，児
童に経験や観察に基づいた独自の説明をさせた後，教
師が科学的な説明で（児童の理解を）補強します．音
を出すという概念は，2 年生には難しいので，後回し
にしたのでしょうか．

【コメント④】
また，児童は多かれ少なかれ，各個人で楽器作りに取
り組んでいることに気づきました．個人作業と評価に
重点を置いているのでしょうか？協調性を養うために，
どこかの時点において共同で楽器の製作をしたので
しょうか？

【コメント⑤】（下線部，著者加筆）
楽器作りは，（シンガポールの）私の学校の Problem-
Based Learning（問題解決型学習）に基づいた学際的
なプロジェクトにおけるプロトタイプ作りに似ていま
す．児童たちは問題を提示され，その問題を解決する
ための解決策を設計することを課されます．そして，
児童たちは調査・研究を行い，その結果に基づいて問
題解決のためのプロトタイプを製作します．

【コメント⑥】（下線部，著者加筆）
児童たちが積極的に自分たちで作った楽器を試し，音
の良し悪しを評価（Evaluate）していることに気づき
ました．また，問題点を解決したり，改良を加えたり
するために，楽器の要素（ゴムの巻き方や楽器の作り
方）に調整を加えている姿も見られました．前の授業

（発見段階）の学習が，楽器の製作に移行しているの
が確認できました．自分たちが出したい音を出すため
に，批判的かつ創造的に考えたのです．

【コメント⑦】
また，児童たちは自分の発見を他の児童たちと共有す
ることで，音を改善する方法や望む音を実現する方法
について，お互いの知識を高め合うということも可能
です．

【コメント⑧】
アルミ棒やボウルなどの材料は，児童がリクエストし
て，先生が用意したのでしょうか．アルミの棒は異な
る長さに切られていることから，教師が児童のために
用意したものだと思われます．
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を取り入れることについてのアイデアを提示している．
加えて，コメント⑤は，自国で活用されている Problem-
based Learning（PBL）の視点から単元全体の活動を
捉えているコメントである．これらは，自国の文化に
おける教育内容・方法への深い理解に基づき，他国の
文化における教育内容・方法を理解しようとしている
姿であり，「授業研究のための異文化間能力」におけ
る Knowledge and skills（2）に基づいたものである
といえる．
　ゲスト校による授業観察においては，合計 19 項目
にわたってコメントされており，ゲスト校教員の「授
業研究のための異文化間能力」における Attitude（1）
に該当する姿勢がうかがえる．

3.5　研究授業後の協議
　本来のプログラムであれば，この後，ゲスト校から
のコメントに基づき，ホスト校からの提案・協議が行
われる予定であった．しかし，COVID-19 の広がりに
よる双方の学校の状況変化により，本プログラムはこ
こで終了した．

４．考察とまとめ

　理科における GLS の各段階での活動の分析を通じ，
以下の 2 点が明らかとなった．

　ゲスト校とホスト校のやり取りを通じ，双方の教
員から「授業研究のための異文化間能力」の多く
の部分に該当する姿勢が観察された．

　研究授業前の協議を通じ，新しい教育内容や方法
の創造は十分ではなかった．

　 2 点目に関し，特に ICT の活用という，シンガポー
ルがこれまでの経験から多くの知見を有している点に
ついて提案され，その提案に対し日本側が児童の実態
を踏まえた活用法を提案したことは，異なる教育環境・
文化間での授業研究の成果といえる．
　一方，ホスト校とゲスト校のコミュニケーションは
メールが中心であったため，オンラインビデオ会議を
活用した算数科における取組との違いも生じた．算数
科における GLS では，パイロット版としての取組み

（Sakai et al., 2021）において，オンライン会議システ
ムでの実施を試みた．その後，実際に日本とシンガポー
ルの学校間における GLS においてもオンライン会議
システムを用いて，双方のコミュニケーションを行っ
た．オンラインビデオ会議では，その場でゲスト校か
らホスト校に質問やコメントが投げかけられ，それに
対してホスト校が返答し，さらにゲスト校が返答する
といった重層的なコミュニケーションが実現した．そ
の結果，Sakai et al. (2022b) が示すように，双方の教

授法を織り交ぜた，新たな授業実践の設計が大きく進
んだ．しかし，メールでのやり取りでは，このような
コミュニケーションは実現しがたく，双方の違いを理
解し合い，さらに新たなものを創造し深めていくとい
う姿は観察できなかった．この点に関し，本取り組み
を行った 2019 年と現在では，学校のみならず社会の
環境が大きく異なっている．現在では，オンラインビ
デオ会議システムが一般的に普及し，活用されている．
そこで，理科においてもオンラインビデオ会議システ
ムのようなリアルタイムでのコミュニケーションを活
用した GLS を実施し，その効果を検証していくこと
が，今後の課題である．

付記

　本研究は JSPS 科研費 JP19K02690 の助成を受けた
ものです．
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